
          
 

                   

春
た
け
な
わ
の
琵
琶
湖
は
一
面
に
か
す
み
わ
た
り

桜
も
お
ぼ
ろ
、
辛
崎
の
一
つ
松
も
桜
よ
り
い
っ
そ

う
お
ぼ
ろ
に
か
す
ん
で
い
る
。 

お 

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
花

の
つ
ぼ
み
も
膨
ら
み
始
め
、
春
は
確
実
に
近

づ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
コ
ロ
ナ
は
、
ま
だ

ま
だ
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
大
切
と
な

る
日
々
が
続
き
ま
す
。
た
ま
に
は
、
美
味
し

い
物
を
沢
山
食
べ
た
り
、
好
き
な
音
楽
を
聞

き
な
が
ら
大
き
な
声
で
歌
っ
た
り
、
我
慢
だ

け
で
は
な
く
、
好
き
な
事
・
楽
し
い
事
も
バ

ラ
ン
ス
よ
く
し
て
、
大
変
な
時
期
を
み
ん
な

で
一
緒
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！ 

 

出
典
：
野
ざ
ら
し
紀
行
・
大
津
唐
崎 
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サ
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マ
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ハ
ナ 

 
 
 
 
 
 
 

オ
ボ
ロ 

 
 

 

カ
ラ
サ
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ふ
れ
あ
い
の
時

間
が
減
っ
て
も
、

地
域
中
で
み
ん

な
の
こ
と
を
思

い
あ
う
時
間
が

増
え
て
い
ま
す
。 

十
月
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
歌
謡

シ
ョ
ー
、
一
筆
画
、
ラ
イ
ン
、
み

そ
作
り
に
と
、
小
さ
な
場
づ
く

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後

嬉
し
い
こ
と
に
、
ビ
デ
オ
通
話

や
年
賀
状
が
作
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
り
、
お
味
噌
の
食
べ
ご
ろ

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
声
が
届

き
、
そ
の
後
も
み
な
さ
ん
と
繋

が
り
続
け
て
い
ま
す
。 

地
域
で
は
、「
畑
で
頑
張
っ
て
く

れ
て
い
る
な
」「
最
近
散
歩
し
て

い
な
い
け
れ
ど
大
丈
夫
か
な
」

と
、
直
接
顔
を
見
て
話
さ
な
く

て
も
温
か
い
見
守
り
は
続
い
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
交
流
や 

発 

行 

南
山
城
村
社
会
福
祉
協
議
会 

京
都
府
相
楽
郡
南
山
城
村
北
大
河
原
大
稲
葉
４ 

電
話:(

九
三)

一
二
〇
一
・
Ｆ
Ａ
Ｘ:(

九
三)

一
二
一
一 

様々なことにチャレンジして、 

新しい発見を！！ 

ヒ
ト 

 
 



 
 
 
 

                         

＜今月の脳トレ＞最近の研究では、おしゃべりは認知症を、さらには寝たきりまで予防する効果が分かってきた

そうです。しばらく会えていない家族や友人とゆっくり長電話を楽しんでみてください。 

 

■
対

象

者…

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、
休
業
等

に
よ
り
収
入
の
減
少
が
あ
り
、
緊
急
か
つ
一
時
的
な
生
計
維
持
の

た
め
の
貸
付
を
必
要
と
す
る
世
帯 

■
貸
付
上
限
額…

十
万
円
（
学
校
等
の
休
業
等
の
特
例
二
十
万
円
以
内
） 

■
据

置

期

間…

一
年
以
内 

 

■
償

還

期

限…

二
年
以
内 

■
貸

付

利

子…

無
利
子 

 
 

■
保

証

人…

不
要 

■
受

付

期

間…

令
和
四
年
六
月
三
十
日
ま
で 

■
問

合

せ…

南
山
城
村
社
会
福
祉
協
議
会 

☎
九
三―

一
二
〇
一 

 

（
月
～
金
曜
日
） 

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時
十
五
分 

 

い
た
だ
け
る
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
活
動

し
て
い
た
だ
く
に
は
、
福
祉
有
償
運
送
の
運
転
者
講
習
会
、
二
日
間

の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
生
き
が
い
作
り
に
、
仲
間
づ
く
り
に

ぜ
ひ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

講
習
日
時

：
令
和
四
年
三
月
二
十
六
日
（
土
） 

九
時
～
十
七
時 

二
十
七
日
（
日
） 

九
時
～
正
午 

会 

場
：
木
津
川
市
社
会
福
祉
協
議
会 

受
講
料
：
無
料 

 

主 

催
：
京
都
府 

申
込
み
：
南
山
城
村
社
会
福
祉
協
議
会 

☎
九
三-

一
二
〇
一 

参
加
定
員
の
都
合
上
、
三
月
十
一
日
（
金
） 

ま
で
に
お
早
目
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
村
の
委
託
を
受
け
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
が
困
難
な
方
の
通
院
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
協
力 

・
山
城
南
地
区 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
考
え
る
研
修(

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修) 

～
み
ん
な
で
考
え
る W

ith

コ
ロ
ナ
時
代
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～ 

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
災
害
が
起
き
て
し
ま
っ
た
ら
、
被
災
し
た
自
分
や

ま
わ
り
の
人
た
ち
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
大
き
な

災
害
を
過
去
に
経
験
し
て
い
る
山
城
南
地
区
の
住
民
同
士
が
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
学
び
あ
う
研
修
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

 

三
月
十
七
日
（
木
）
午
後
二
時
～
午
後
四
時 

対
象
者
：
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
木
津
川
市
・ 

精
華
町
・
和
束
町
・
笠
置
町
・
南
山
城
村
の
住
民 

研
修
方
法

：Z
O

O
M

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修 

 

申
込
み
：
南
山
城
村
社
会
福
祉
協
議
会 
☎
九
三-

一
二
〇
一 

・
健
康
相
談
・
福
祉
な
ん
で
も
相
談 

 

三
月
十
八
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十
分
～ 

童
仙
房
公
民
館 

保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
や
健
康
相
談 

社
協
専
門
員
が
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す 

・
合
同
相
談 

三
月
二
十
二
日
（
火
）
午
前
九
時
三
十
分
～ 

や
ま
な
み
ホ
ー
ル 

心
配
ご
と
や
人
権
に
関
す
る
問
題
、
困
り
ご
と
な
ど 

・
相
談
無
料 

 
 

  

福祉 

防災 

× 

送迎は軽の福祉車両です。女性の

方もぜひ、ご協力ください。 


